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日本政府は座視するな

台湾周辺空域で、台湾空軍の戦闘機「経国」
（手前）と平行して飛ぶ中国空軍のH6爆撃
機＝2017年7月（台湾・国防部提供）
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台
湾
海
峡
で
傍
若
無
人
な
中
国

一
方
的
な
航
空
路
変
更
緊
張
高
ま
る

俊
処
長
は
産
経
新
聞
の
取
材
に

対
し
「
事
前
協
議
を
し
な
い
一

方
的
な
や
り
方
は
安
全
を
損
な

い
か
ね
ず
、
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。
両
岸
関
係
に
影
響
す
る
全

て
の
深
刻
な
結
果
は
、
中
国
大

陸
側
が
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
た
。

台
湾
当
局
は
4
6
の
在
外
公
館

を
通
じ
、
各
国
に
台
湾
側
へ
の

理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
る
。

処
理
し
て
ほ
し
い
。
日
本
が
ど

う
こ
う
い
う
話
で
は
な
い
」

（
外
務
省
筋
）
と
そ
っ
け
な

た
だ
、
中
台
両
岸
関
係
に
つ

い
て
、
日
本
政
府
も
発
言
す
べ

き
と
き
は
発
言
し
て
き
た
。

昨
年
5
月
、
台
湾
が
世
界
保

健
機
関
（
W
H
O
）
か
ら
閉
め

出
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
、
日

台
湾
海
峡
を
挟
む
航
空
路
を
め
ぐ
り
、
中
国
の
一
方
的
な
現
状
変
更
に
台
湾
当
局
が
反
発
を
強
め
て
い

る
。
「
海
洋
強
国
」
を
目
指
す
中
国
の
習
近
平
政
権
が
、
軍
事
力
を
背
景
に
台
湾
の
察
英
文
政
権
へ
の
圧
力

強
化
を
図
る
毒
と
み
ら
れ
る
。
察
政
権
は
台
北
駐
福
岡
経
済
文
化
弁
事
処
な
ど
を
通
じ
、
日
本
や
国
際
社

会
へ
の
連
携
強
化
を
求
め
る
。
日
本
政
府
は
今
の
と
こ
ろ
静
観
の
構
え
だ
が
、
台
湾
と
経
済
的
に
も
人
的
に

も
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
だ
け
に
、

圏
台
湾
へ
の
揺
さ
ぶ
り

こ
の
間
題
は
、
中
国
政
府
が

年
明
け
早
々
の
今
月
4
日
、
台

湾
当
局
と
の
取
り
決
め
を
無
視

す
る
形
で
、
現
状
を
変
更
す
る

航
空
路
の
使
用
を
発
表
し
た
こ

と
に
端
を
発
す
る
。

2
0
1
3
年
日
月
、
尖
閣
諸

島
（
沖
縄
県
石
垣
市
）
の
上
空

に
突
如
、
防
空
識
別
圏
の
設
定

を
宣
言
し
た
延
長
線
上
に
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
軍
事
力
を
背

景
に
現
状
変
更
を
企
て
る
姿
勢

は
、
当
局
者
間
の
合
意
な
ど
ど

こ
吹
く
風
と
、
耳
に
入
ら
ぬ
傍

若
無
人
ぶ
り
た
。

昨
年
1
0
月
の
共
産
党
大
会

で
、
台
湾
の
察
政
権
へ
の
強
硬

姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
中
国
の
習

国
家
主
席
は
、
台
湾
統
一
を

「
必
然
の
要
求
」
と
位
置
付
け

る
。
そ
の
前
堤
に
立
ち
、
政
治

・
軍
事
的
な
圧
力
だ
け
で
な

く
、
対
話
や
経
済
交
流
な
ど
硬

軟
織
り
交
ぜ
な
が
ら
察
政
権
に

揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
い
る
。

現
状
変
更
の
内
容
は
、
南
下

し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

台
湾
海
峡
の
中
間
線
に
近
接
す

る
路
線
の
北
上
と
、
そ
こ
か
ら

枝
分
か
れ
す
る
よ
う
に
大
陸
と

を
結
ぶ
3
本
の
航
空
路
の
使
用

を
始
め
た
こ
と
だ
＝
図
参
照
。

台
湾
で
対
申
政
策
を
主
管
す

る
行
政
院
（
内
閣
に
相
当
）
大

陸
委
員
会
は
、
中
国
側
が
発
表

対
岸
の
火
事
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

し
た
の
と
同
じ
日
に
、
直
ち
に

抗
議
声
明
を
発
表
し
た
。

蕪
総
統
も
S
N
S
（
ソ
ー
シ

ャ
ル
‥
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
）
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
、
英
文
で
「
地
域
の
安
定
に

寄
与
せ
ず
、
絶
対
に
避
け
る
べ

き
だ
」
と
し
た
。

中
台
双
方
は
1
5
年
1
月
、
中

国
民
航
機
に
よ
る
、
中
台
中
間

線
付
近
で
の
南
下
航
路
の
使
用

で
は
合
意
し
て
い
た
。

だ
が
、
今
回
、
勝
手
に
北
上

を
宣
言
し
、
合
憲
に
な
か
っ
た

軍
用
機
ま
で
飛
行
し
て
い
る
の

が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
航
路
か
ら
大

陸
に
向
け
枝
分
か
れ
す
る
3
本

の
航
路
が
、
台
湾
本
島
と
扶
纏

に
近
い
金
円
寓
と
い
っ
た
島
煤

を
結
ぶ
航
路
の
安
全
に
影
響
を

与
え
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
使

用
を
開
始
す
る
場
合
は
事
前
協

議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

圏
海
洋
覇
権
へ
の
布
石

わ
が
国
に
と
っ
て
深
刻
な
の

は
、
こ
れ
が
中
台
両
岸
関
係
だ

け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中

国
の
習
近
平
政
権
が
東
、
南
面

シ
ナ
海
の
内
海
化
を
狙
い
、
既

成
事
実
を
積
み
上
げ
て
い
る
と

み
ら
れ
る
こ
と
だ
。

実
際
、
台
湾
の
大
陸
委
員
会

は
抗
議
声
明
の
中
で
「
民
間
航

路
の
名
を
借
り
て
台
湾
へ
の
政

治
的
、
軍
事
的
な
企
て
を
隠
す

も
の
で
あ
り
、
台
湾
海
峡
の
現

状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
意
図

が
疑
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

台
北
駐
福
岡
経
済
文
化
弁
事

処
（
福
岡
市
中
央
区
）
の
戎
義

台
湾
の
抗
議
に
対
し
、
中
国
側

か
ら
は
今
の
と
こ
ろ
回
答
は
な

い
と
い
う
。

中
国
は
現
在
、
南
シ
ナ
海
の

ス
プ
ラ
ト
リ
ー
諸
島
（
中
国
名

・
南
沙
諸
島
）
で
の
軍
事
拠
点

化
に
麗
超
だ
。
昨
年
7
月
に

は
、
中
台
中
間
緑
付
近
で
爆
撃

機
を
飛
行
さ
せ
、
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
発
進
し
た
台
湾
空
軍
機
と
一

触
即
発
の
緊
張
を
招
い
た
。

わ
が
国
周
辺
で
は
今
月
1
0
日

か
ら
Ⅱ
日
に
か
け
、
尖
閣
諸
島

の
接
続
水
域
で
中
国
潜
水
艦
が

初
め
て
潜
没
航
行
し
、
海
上
自

衛
隊
の
対
潜
能
力
を
試
し
っ

つ
、
領
海
を
伺
う
挑
発
行
動
に

出た。今
回
の
航
路
の
問
題
も
人
ご

と
で
は
な
い
。

台
湾
の
中
央
通
信
社
に
よ
る

と
、
米
国
務
省
は
中
国
の
平
和

を
乱
し
か
ね
な
い
姿
勢
に
対
し

「
一
方
的
な
現
状
変
更
に
反
対

す
る
」
　
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
フ
ッ

ク
上
級
政
策
顧
問
）
と
の
見
解

を
示
し
た
。

日
本
政
府
は
「
技
術
的
な
問

題
な
の
で
、
当
事
者
で
適
切
に

本
政
府
は
従
来
通
り
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
を
支
持
す
る
考
え
を

表
明
し
た
。

結
果
的
に
台
湾
の
参
加
は
か

な
わ
な
か
っ
た
が
、
国
際
機
関

を
私
物
化
す
る
中
国
の
姑
息
な

や
り
方
に
、
異
議
を
唱
え
た
効

果
は
小
さ
く
は
な
い
。

わ
が
国
は
、
台
湾
の
国
際
民

間
航
空
機
関
（
I
C
A
O
）
へ

の
加
盟
支
持
や
、
米
国
な
ど
国

際
法
を
尊
重
す
る
国
・
地
域
と

の
連
携
を
強
化
し
、
中
国
の
強

引
な
姿
勢
に
待
っ
た
を
か
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
。


